
」
 
北
津
軽

郡
五
所
川
原
町
 

一

一
一発
行
所
 
五

所

川
原
町

役
場
 

電
話
（
二
八
番
一
一
三
訊
縄）
 

露
雄

庶
務
課

贋
報
係
 

印
刷
肝
 
陸
奥

印
刷
株
式

会
融
 

原
 

川 所
 

五
 

日
 

8
 

ロ刀
 

／。
 

年
 

8
 

（乙
 

羽
 

刀
口
 

O
 

り
 

●
 
●
 
●
 

●
 

●
 

の
 

町
稔

滞
納
整

理
月
闘
 

｛日至
 

一
，
来
納
の
税
金
は
早
く
完
納
し
ま
し
よ
 

六
 

月
 
一
 
日
 

六
月

三
十

一
日
 

二
、
納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し
ま
し
よ
う
 

う
。
 

納
税
に
つ

い
て
は
町
民
各
位
の
御
理
解

と
御
協
力
に
よ
り
漸
次
成
績
を
挙
げ
て

い
ま
す
が
末
だ
滞
納
金
の
あ
る
こ
と
は

誠
に
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
に
つ
い
て
は
連
日
戸
別
督
促
に
廻

一

つ
て
い
ま
す
が
皆
さ
ん
の

一
肝
の
御
協
 

我
々

の
手
も
と
に
は
、
い
つ
も
現
金
が

あ
る
と
は
申
さ
れ
ま
せ
ん
。
毎
日
又
は

毎
月
い
く
ら
づ
つ
で
も
積
立
て
知
ら
ず

ノ
、
、の
間
に
納
稔
さ
れ
る
よ
ら
各
町
内

の
納
税
貯
蓄
組
合
に
加
人
す
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
 

末
設
立
の
町
内
は
早
く
納
現
貯
蓄
組
合
 

力
を
願

い
ま
す
o
 

ー
 

」
 

を
作
り
ま
し
よ
う
o
 

小
‘
中
学
校
生
徒
に
対
す
る
予
防
接
種

を
次
の
通
り
行
う
予
定
で
あ
り
ま
す
か
ら

御
了
承
下
さ
い
。
 

口
レ
 

つ
ニ”
 

結
核
予
防
接
極
 

自
 
六
月
中
旬
、
至
 
七
月
初
旬
 

腸
チ
フ
ス
、
 パ
ラ
チ
フ
ス
予
防
接
種

自
 
六
月
下
句
、
至
 
七
月
下
旬
 

時
米

一
俵
十
五
匁
）
と
い
う
大
金
を
要
し

た
も
の
で
、
懸
下
に
は
三
百
十
四
ケ
寺
あ

る
が
総
棒
造
り
の
お
寺
は
恐
ら
く
は
此
の

お
寺
の
み
で
あ
ろ
ら
。
 

而
し
て
棟
染
は
弘
前
村
田
藤
兵
工
と

い

う
ス
で
、
彼
の
山
門
の
如
き
は

一
本
の
釘

も
用
え
ぬ
切
込
み
で
、
是
れ
も
当
町
に
於

け
る
名
物
の

ー
つ
で
あ
つ
た
が
、
惜
み
ら

く
は
昭
和
廿
一
年
の
大
火
に
炭
雄
と
な
つ

て
了
つ
た
呼
々
。
 

「
隆
光
山
法

永
寺

」
 

福
士
貞
哉

‘
 

J
 4
．一
J
ノ
 
ー
 

飛
島
五
郎
兵
ェ
は
亡
き
雨
親
善
提
の
鴛
 

】三
口
 

ー
  
I
 

あ
，
享
保
廿
一
年

（
四
月
元
文
と
改
元
）
 
農
緊
期
の
た
め
毎
年
実
施
の
託
見
所
を

建
立
し
た
お
寺
は
，
四
間
に
五
間
の
小
さ
今
年
も
六
月
一
日
よ
り
七
日
ま
で
の

一
週

な
お
寺
で
あ
つ
た
が
、
或
る
立
派
な
寺
院
間
当
町
成
田
山
境
内
に
設
置
し
経
営
主
体

を
モ
デ
ル
と
し
て
京
都
に
於
て
切
り
込
ん
に

は
当
町
の
各
宗
激
圏
休
の
住
職
と
協
力

だ
物
で
、
地
方
で
は
見
ら
れ
ぬ
華
美
な
お
幽
体
に
は
婦
人
会
、
民
生
委
員
会
．
中
学

寺
で
あ
つ
た
と
博
え
ら
れ
て
い
る
が
、
明
一
校
生徒
が
毎
日
山
務
し
毎
日
の
催
し
物
と
 

農

繁
期
 
の
 

ー
 

公
民
舘
行

事

予

定
 

（
六
月
中

）
 

「
演劇
ク
ラ
ブ

干
八
 
日

〈
晋
染
研
究
会
‘
 

《
詩
 
話
 
会

十
九
 
日
 
書
道
研
究
会
 

二
十
日
一

時

ク
 
ェ
「
 
晩
 

演
 

劇
 
晩
 

晩
 

」
一
十
三
日
 
演
 
劇
 
晩
 

1
1十
四
日
｛
襲
？
蹄
（
賢五
島
）"
 

二
十
五
日
 

1
1十
ー
ハ
日
｛
難
繊
頭
会
 
姉

｛影
券

力
 
姓
 

詩
話
会
（
短
歌
〕
 

骨
築
研
究
会
 

七
月
中
旬
予
定

町
内
新
人
野
球
大
会
 七

月
中
旬
予
定

町
民
マ
ラ
ソ
ソ
競
走
 

・
 

七
月
巾
句
予
定

ア
マ
チ
ュ
ァ
庭
球
大
会
 

七
月
下
句
予
定

津
軽
地
方
柔
道
大
会
 七

月
下
旬
予
定

町
内
対
抗
及
官
公
署
対
抗
排
球
大
会
 

八
月
下
句
予
定

西
北
雨
郡
庭
球
大
会
 八

月
下
旬
予
定

町
内
対
抗
野
球
大
会
 九

月
中
旬
予
定

町
内
卓
球
選
手
梅
大
会
 

九
月
中
句
予
定

町
内
o
B
野
球
大
会
 十

月
上
旬
予
定

西
北
雨
郡
対
抗
柔
道
大
会
 

＋
月
下
旬
予
定

町
内
駅
博
及

マ
ラ
ソ
ン
競
走
 

十
月
中
旬
予
定

町
内
対
抗
卓
球
大
会
 

十
一
月
中
句
予
定

町
民

ス
キ

ー
学
校
開
構
 

一
月
下
旬
予
定
 

ー
パ
ッ
ヂ
テ
ス
ト

（
休
力
槍
定
）
 

期
 
日
 
末
 
定

津
軽
K
P
杯
争
奪
卓
球
大
会
 

一
一
月
中旬
予
定

寒
稽
古

（柔
道
〕
納
め
会
 

二
十
七
日
 

二
十
八
日

二
十
九
日
 

二
十
二
日

露
築
研
究

購
 

二
十
一
日｛）
ャ磁
ト

」
 

郷
土
史
研
究
会
 
晩
 

鶏
葬
？
 

｛
聾
響
姻
会
 

朝
 

一
郡
公
蓮
総
陰
 

主
ー
ラ
ス
会
（
於
五
高
）
晩
 
晩
晩
 
朝
書
晩
豊
晩
朝
朝
 
晩
 
朝
晩
晩
晩
晩
 
朝
晩
 
晩
’
 
晩
 
晩
 
 
ー
 

晩
 

体
協
だ
よ
り
 

昭
和
ニ
十
八
年
度
 

体
育

協
会

行
事
 

予
 
定
 

表
 

町
内
官
公
署
対
抗
野
球
大
会
 

、
 

I
  
二

月
巾
旬
予
定

回
大
会
会
場
は
す
べ
て
玉
所
川
原
町
内
に

お
い
て
開
催
致
し
ま
す
。
 

塵
芥
運
搬
予
定
表
 

六
月
二

1十
日
 

、
新
 
町
 

「本
 
町
 

一
十
二
日
 

一
十
三
日
 

一
十
四
日
 

r
 
 
一
十
五
日
 

一
十
六
日
 

二
十
七
日
 

ニ
ナ
九
日

三
十
日

七
月

一
 
日
 

.
 

九 八七六四三二

日 日 日日 日 日 日 

十
 
日

十
一
日

十
三
日
 

十
四
日

十

五
日
 

山
、
六
日

十
七
日
 

十

八
ー
日
 

爾i U藁5! 更錦廊薪編愈霧下敷敷旭旭大大寺肩iiU面鎌禰布東本 
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町町町町町街街町 町町町町 町町町町町町町町町町 町町町町町町町町町町町 

, 

錦
町

納
税
貯

蓄
組
合

設
立

さ
る
 

募
金

高

旦
、O
ぎ
円
 

一
一
、美O
f
 

皿
、六
狐O
ク

一
、其
皿
ク

九
、晋
O
予
 

」
、四
皿O
ク

四
、些
O
f
 

」
、豊
皿
ク
 

『O
O
ク

ョ
四O
ク

ん
、凸
6

予

大
、凸
五
ク
 

'II 本第引柳柳鎌新元元田栄町 

	

端二揚器谷認 	名 
住住生 	生 

町町宅宅街町町町街町町町別 目
標

額
突

破
H
】
 

赤
十
字
募
金
に
御
礼
 

白い羽根 

讐敷 1F :2I.平縛新豊幾柏錦書大東 

ぷ鳶鷲鴛町書町町 

旦
ズ
晋

？
 

さ
、晋
O
タ
 

加
、四
四O
4
 

七
、会
O
ク
 

」
、豊
O
ク
 

」
、」
ぎ
予
 

要
一O
ク
 

二
「8

ク
 

九
」O
予

四
，h
l七O
p
 

四
、？
六O
ク

か
七
八皿
ク
 

「
h
8
グ

六
、一
六O
ク
 

七
皿
O
ク
 

三
、炎
O
ク
 

街

頭
募

・
金
 

中
 

学
 

校
 
〈
、

三
O
ク

高
等
 

学
校
 
『
一
、

三
加
ク

高
等
農
林
学
校
 
芙
、

昌
一
、晋
 

毎
年
五
月
全
国

一
斉
に
始
め
ら
れ
た
 （
 

杜
会
稲
祉
本
業
使
用
）
赤
十
字
募
金
運
動

に
つ
い
て
目
標
額
逢
成
を
出
来
得
た
こ
と

は
関
係
者
始
め
町
民
各
位
の
深
な
理
解
と

報
 格
別
の
御
協
力
の
賜
で
あ
り
，
誠
に
感
謝

に
堪
え
な
い
次
第
で
厚
く
御
札
中
上
げ
ま

す
。
 

募
・
蛇実
績
高
は
左
記
の
通
り
で
あ
り
ま
 

町
 

第 

●
 

●
 
●
 
e
 
.
 
 
．
 
●
ー
 

馬
の
流

行
性
脳

炎
 

像
防
注
射
実

施
 

馬
の
流
行
性
脳
炎
の
予
防
注
射
を
左
記

に
よ
り
実
施
致
し
ま
す
。
 と
の
賓
米
は
人

や
豚
に
も
線
染
す
る
の
で
恐
れ
ら
れ
ま
す
 

・

が
今
春
懸
ド
に
も
相
当
数
発
生
し
て
お
ろ
 

納
稔
貯
響
組
合
法
に
基
き
，
今
般
錦
町

の
で
所
有
者
は
必
ず
注
射
を
騰
行
さ
れ
る

で
は
山ハ
月
山
ハ
日午
后

一
時
ょ
り
初
晋
宴
会

ょ
ら
希
望
し
ま
す
。
 

場
に
於

い
て
納
現
貯
蓄
組
合
殻
立
総
会
を
 
尚
今
回
は
共
秩
組
合
と
共
催
で
馬
の
健

開
催
，
現
務
署
，
役
場
、
津
軽
信
用
金
庫
議
審
査
、
無
料
診
療
，
飼
育
指
導
を
行

い
・

支
店
か
ら
関
係
職
員
臨
席
し
、
組
合
員
七

ま
す
か
【
ら充
分
御
利
用
ド
さ
い
。
 

一

十
七
名
ょ
り
設
立
さ
れ
．
組
合
長
‘
副
組
 

肥
 
一
 

合
長
を
左
の
如
く
決
定
し
た
。
 

日
 

時
 

一
 

．
組

合
長
 

小
 
野
 
正
 
吉
・
 
自
山
ハ

月
十
七
日
午
前
九
時
ょ
り
 

副
組
合
長
 
成
 
山
 
孫
 
市
一
 
、

至
六
月
二
十
七
口
午
後
三
時
迄
 

ー
 

ク
 
小

野
忠
次
‘

郎
場
 

所
 
町
役
場
裏
側
 
一

一
布
屋
町
輔
生
町
  

5
、九
き
円
 
一
注射
手
数
料
 
一
回
の
も
の
五
十
円
 

一
 
 

（
昨
年
二
回
実
施
の
も
の
）
和
三
年
正
月
十
八
日
へ
一
八
七
年
前
）
の
大
 

二
回
の
も
の
百
円
 

地
震
で
破
壊
し
て
了
つ
た
。
 そ
こ
で
共
の
 

（
導
入
馬
及
昨
年

一
回
実
施
の
も
の
）
子
宇
兵
ェ
ほ
堅
牢
な
お
寺
を
建
立
す
べ
く

担
当
医
師
 
松
坂
忠
孝
、
藤
森
多
計
造
．
 
一
雨
に
米
四
俵
の
時
代
に
於

い
て
十
八
雨

各
家
畜
防
疫
員
o
 

を
出
し
て
迫
良
潮
山
ょ
り
棒
の
大
木
九
十

本
買
入
れ
、
七
聞
牛
に
七
間
の
本
堂
．
五

間
に
八
間
の
裏
裡
を
建
立
す
る
事
に
し
た
 

.“
J
.

.4
1
”
子
」
杉
〈」
」
個
い
グ
ー
 比
の
工
事
狙
和
六
年
十
月
ょ
り
八
年
七
月

に
至
る
約
ニ
ケ
年
に
し
て
竣
工
し
た
が
，
 

マー
 
り
〈
H
B
一
「
吐
声
 
尻
 
共

の
工
事
費
は
勿
驚
廿
三
メ
五
百
匁
（
当
 し

て
朝
札
、
幻
燈
、
色
紙
手
工
・
遊
戯
二
見
毎
日
二
り
名
と
幼
見
五
ト
名
以
上
で
農
 

彰

勲
知
鑓

施
縄
影
愚

一
家の
皆
機
ょ
り
感謝
さ
れ
て居
り
ま
す
 

④
昭
和
二
十
七
年
度
町
稔
徴
牧
状
況
 

三
月
三
十
一
日
現
在
 

（単
位
千
円
）
 

一
 

税
 
目
賦
課
調
定

額

徴
牧
済
額
 
末
納
額
 
納
入
率
 

町
 
民
 

税
 
九
、

異

六
 
皿
、

毛

四
  

1
1、究

一
一

固
定
資

産
税
 
三
、

九
量
 

一（
、七
｛（
五
 
・
七
、
玉
八

諸
 
税
 

一
、き
四
 

一
、空

七
 
一
一
毛
 

A
●
 

計
 
一
画
、

九
九
四
 

三
、
吐
六
七
 

二
、
豊

八
 

 

五
七
％

四
九
％
 

企
％

岳
％
 備

 
考
 

町
内
の
ゴ
ミ
が
大
変
多
く
あ
り
ま
す
の

で
運
搬
が
お
く
れ
て
申
し
訳
あ
リ
ま
せ

ん
が
，
癒
棄
益
を
最
少
限
に
お
願
い
致

し
ま
す
。
 

す
 o
 

昭
和
ニ
十
八年
度
 

赤
十
字
募
金
実
績
調
 

〔
六
月
十
七
日
現
在
）
 

衛
 
生
 
メ
 
モ
 

一
【
食
べ
も
の
が
変
リ
易
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
 

調
理
し
て
か
ら
長

い
時
間
お
か
な
い
よ

う
に
．
変
り
易

い
食
べ
物
は
調
理
の
方

法
を
工
夫
し
ま
し
よ
う
。
 

赤
ち
や
ん
の
下
痢
腸
炎
が
ふ
え
る
時

期
で
す
。
 

人
工
藻
養
を
や
・つ
て
い
る
方
は
噛
乳
び

ん
な
ど
は
使
用
後
す
ぐ
充
分
洗

っ
て
お

き
，
使
用
前
に
は
熱
湯
消
毒
す
る
よ
ら

に
し
て
下
さ
い
。
 

夏
時
間
で
、
働

い
て
い
る
時
間
が
多

く
な
り
ま
す
。
 

ビ
タ
ミ
ン
1
1が
欠
乏
し
易
く
な
り
疲
労

が
気
に
か

A
り
ま
す
。
 こ
れ
が
度
を
越

す
と
脚
気
の
症
状
に
な
り
ま
す
か
ら
兎
ず

姉

の
新
灘
？
な
野
菜
を
た
ぺ
る
よ
ら
に
し
一

ま
し
よ
う
。
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一I
、
、
、
 

心
m甘
讐
通
、
 

昭
和
二
十
八
年
度
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、
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 ●
】
”u
 《
r
●
 
、
一
 、
？
一
＼
【
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‘

I
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‘
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】
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ー
ー
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レ
 り
一
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、
、
一
 
〈
 
出
『
，
,，一
．
,
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七
月
一
日

ー
七

刀
七
日
 

本
年
度
の
全
国
安
全
週
聞
は
事
業
場
及
 
る
も

の
と
す
る
。
 

び
安
全
関
係
幽
体
の
自
主
的
安
全
活
動
を
二
、
主
唱
及
び
主
催
 

促
進
し
安
全
思
想
の
普
及
昂
揚
を
図
る
こ
 
労
働
省
，

各
事
梁
場
、
全
安
連
‘
ノ其
 

と
に
よ
フ
安
全
蓮
動
の
飛
躍
的
向
上
を
期
 
の

他
の
安
全
幽
体
 

す
る
も
の
で
あ
る
。
 

三
．
実
施
事
項
 

2
 
安

全
週
間
 

一こ
で
家
庭
を
狙
う
塞
巣
、
忍
込
、
ゆ
す
り
ー
 こ
れ
等
の
生
物
は
地
球
上
で
は
最
高
八
 

（
イ
）
職場
に
お
け
る
安
全
会
議
の
開
俺
押
費
そ
の
他
性
犯
罪
と
い
っ
垂
夏
の
犯
罪
〇
〇
o
米
ょ
り
海
底
三
、
〇
o
c
米
迄
の
 

（
ロ
）
安
全
思
想
の
昂
揚
に
資
す
る
が
多
く
な
り
主
す
か
ら
次
の
点
は
充
分
御
間
に
住
ん
で
い
て
、
こ
れ
以
上
高
い
所
及

行
事

（
ハ
）
安
全
競
事の
実
施
（
こ
注
意
下
さ
い
。
 

底

い
所
に
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。
又
生
物

労
働
者
の
家
庭
に
対
す
る
安
全
思
想
ム
就
寝
時
に
は
必
ず
一
度
戸
締
り
を
点
松
の
生
命
の
長
さ
で
あ
る
が
、
 メ
キ
シ
コ
杉

の
普
及
徹
底
（
ホ
）
優
良
者
、
功
労
 
し
ま
し
よ
う
。
 

マ
ン
モ
ス
樹
は
六
〇
〇
。
年
も
あ
る
と
云

者
等
の
表
彰
（
へ
）
災
害
時
に
お
け
△
留
守
は
巌
禁
空
集
が
狙
ら
。
 

わ
れ
て
い
る
。
 で
は
生
命
は
如
何
に
し
て

る
緊
急
措
置
の
訓
練

（
ト）
其
の
他
ム
盗
難
の
う
ち
で
自
転
車
盗
難
が
一
番
多
生
れ
た
か
。
 
 

一
老
」
丁餌
 
い
、

そ
れ
も
一
寸
の
油
新
で
す
か
ら
自
 
或
る
人
」」
尼
ょ
リ
生
じ
た
と
云
ひ
、
又

帳
車
を
何
処
に
置
く
に
も
必
ず
施
錠
し
．或
る
人
は
太
陽
熱
、
空
鍛
、
雨
に
よ
つ
て
 

「l
E戸
三
…i
r

？ト

△
纏
照
臨
範
託
統

舞
舞

菱
猿

髭
」
『
。然
し
、そ電
 

!
，
万
さ
フ
ー弓
一rt
L》石
‘
一弓
一E
E一
 

ら
注
意
す
る
こ
と
。
 

汰
も
生
命
の
本
昨
は
阿
か
。
厘
草
の
モ
 

●
 

●
 
ザ

イ
ク
病
等
か
ら
考
え
て
見
る
と
化
学
的
 

選
挙
日

に

つ
い
て
」
 

り
？？博
「
‘「
「傍
！ー

 

ミ
晶
体
す
ら生
物
」
考
え
られ恋
鷲
 

公
民
舘
講

座
 

‘
ー
ー

？
 

生
命
と
は
何
ぞ
ゃ
 
鷺
繊
醸
唾

麟
餓
轟
報

『
 

（於
公
民
舘）
う
帥
鯵
醜
詰
誇
。
郷
土
史
に
つ
 

問
題
が
、
毎
月
十
玉
日
夜
、
公
民
舘
で
町
 

な
い
と
云
う
事
が
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
 

ン
フ
レ
ツ
ト
も
発
ド
し
て
居
り
ま
す
か

ら
御
利
用
下
さ
い
。
 

以
上
概
要
で
あ
る
が
、
 こ
の
興
味
あ
る
 

隻国登壁I摩を史磐支曳麺週些テ政皇勢図遣  

職
場
の
整
理
整
W
（
へ
）加

全
装
置
磯
欄
に
な
』
巨
七
月
一
日
を
選
撃
の
旧
叱
 

l
ー
メ
旧
 
くl

イ
．
一

J
 

綱
難
難
紗

鶏
携
絡
鷲
離
議

競
乳
鋳
熱
蔭
 

（於
公
民
舘）
 

）
睦
己
い
か
”
「
”
鵬
言
佳
”

審
議
途
中
に
お
い
で
国
会
が
加
散
い
な
つ
 
現
在
地
球
上
に
生
物
が
ど
の
位
あ
る
か

た
一
丁
山γ
凱
十
・』
レ
「
！割
と
女
r
ン
た
た
め
、
当
初
予
定
し
て
い
た
七
月
一
日
大
休
次
の
如
く
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
 

職
拓通
嘱
翻
レ
＃
は
瞬
醐
発
鋤
加
影
知
“を
鴎加
と
』
わか
U
『
一如
蛇
引
q
の
α
望
‘雛

0獅
」
 

杉
訣
叫
 
（
ヲ
、
 
」
火
仕
‘
コ
 
プ
ト
に
師
オ
ー
 
（
.．口
ニ一

ー「
‘!
‘
 ー
ーノ
』
ー
一
 
“
 
．ー
ー
 

ー
 

．
．
く
 
ー
ーく
 
く
く
く
I
l
 

万
「
ー，
荏
r
馴
γ
灯
一E
ヒ

、
”
「
【
だ
現
在
の
と
こ
ろ
い
っ
選
挙
が
行
わ
れ
る
か
ン
 

り
、
竹
”
冷
画
協
に通
丑
登
戸
え
し
製

1:
‘
」
い
 
 
1
1
1
，
、ユ
ー‘
．二
1
、
一
，
1

‘
、
‘
 

明
る

い
生
活
は
ま
ず

住
民
登
録
か
ら
 

六
月
一
日
か
ら
六
月
末
日
ま
で
の
一

ケ
月
聞
を
準
備
期
聞
と
す
る
。
 

安
全
週
聞
を
最
も
効
果
的
に
実
施
す

る
た
め
此
の
期
聞
中
に
準
素
の
安
全

活
皿
を
反
省
し
併
せ
て
新
な
る
再
出
 

・

発
を
行
ら
た
め
の
準
備
”
カ
を整
え
る
一
 

も
の
と
す
る
。
 

一
 

2
  
安
全

週
聞
 

七
月
一
日
か
ら
七
月
七
日
ま
で
の
一
 

週
間
を
安
全
週
間
と
す
る
。
 

此
の
期
聞
中
凡
ゆ
る
関
係
機
関
が
協
 

力
し
て
燕
業
安
全
の
普
及
徹
底
を
図
 

!

r、
ノ
【

ノ
、
ノ
 

ー

，
h且
廿寸
、Jー
？

h
H
H
.
 

後
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
模
機
で
あ
り

ま
す
か
ら
，
任
期
の
延
長
は
避
け
ら
れ
ぬ

こ
と
に
な
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
 

（
農業
委
員
会
〕
 

子
供
が
生
れ
た
と
を
は
父
ズ
は
母
か
ら
な
つ
て
お
り
ま
す
o
助
ち
婚
姻
屈
や
離
婚
 
「
五
 
青
 
年
 
団
 
便
 
り
」
 

」
警
競
裁
誌
託

誌
験
算

」
競
緯
鐸
諾
齢
艦
競

団
結
成
一
週
年
記
念

躍
発
？
「
輩
に死
亡
屈
を
い
な
げ
難
轍
総
設
数

加
雛
綴
”
 

演
劇
祭

開
催
 

 
難麟

難
）鮮
蕪
難
麟議
難
 

』鷺
灘
難
鱗難
難
難
一
麟
機
一
一
 

麟
麟
麟
鷲
麟
競難
驚
舞
麟
 

婚
姻
屈
や
離
婚
鳩
を
市
町
村
役
場
に
山
一
が
なく
て
期
闘
内
に
屈
出
を
し
な
い
と
五
 

E

一I
‘
ー
ソ
ー
 
‘
 l
E
 

し
こ
れ
が
受
理
さ
れ
た
と
魯
に
は
じ
め
て
百
円
以
下
の
過
料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
か
ら
 
例
年
の
こ
と
で
あ
る
が
暑
い
季
節
に
な
一

法
律
上
婚
姻
や
離
婚
が
成
立
す
る
こ
と
と
注
意
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
 

る
と
自
然
開
放
的
に
な
“
が
ち
で
す
。
そ
一
 

◇
町

民
税
の
納
期
◇
 

町
民
幾
の
納
期
 

第
一
期
 
六
月
一
日
か
ら
全
月
未
日
迄

第
ニ
ク
 
バ
月
一
日
か
ら
全
月
未
日
迄

第
三
ク
 
十
月
一
日
か
ら
全
月
末
日
迄

第
四
ク
 
十
二
月
一
目
、
全
月
廿
五
日
 

迄
 

回
定
資
産
秘
の
納
期
 

ム
田
 
生
 

第
一
期
 
五
月
一
日
か
ら
全
月
末
日
迄
新
吉
郎
 
長
女
 

第
二
予
 
七
月
一
日
か
ら
全
月
末
日
迄
ー
挙
‘
山
 
裕
 
子
 

縫
？
」酷
」
藷
麓

マ
声
麟
子
 

扇

民
健
康
保
険
秘
の
納
期
 

，
工
雄
藤
長
融
 

子
 

第
一
期
 
七
月
一
日
か
ら
全
月
末
日
豊
智
懸
嘩

仁
男
 

尚
毎
月
五
日
、
二
十
日
、
郷
土
史
に
つ
 
身
ロ
‘
  
H

二
J
一
ー
 
‘
1
1
ョ
ー

ー
長三
郎
‘
長
明
 

第
四
ク
 
十
二
月
一
日
、
全
月
廿
五
日
一乏
り
番
才
”
マ
穐
 
‘
 

田
 
辺
 
久
 
子
 

木
 
村
 
進
 

要
川
作
村
長
翻
 

裁
 

諺
男
田
長糊

一
 

繁
宮
 
崎
長
朗
 

一

直
松
一
本
長
綱
 

】
 

戒
紗
轟

一
郎
 

遮
郎
本
三
男
 豊
 

一
了
 
稽
 一
一
男
 

一
田
 
附
 
良
 
裕
 

一
寛
 市
 
一
一
男
 

一
川
 
村
 
党
 
由
 

一寛
 
市
 
三
男
 

一
川
 
村
 
覚
 
司
 

一
正境
一
谷
四
融
 

子
 

寛
 
得

一
一
男
 

工
 
藤
 
春
 
月
 

弘
 
三
 
一
一
女
 

成
 
田
 
厚
 
子

直
 

一
 
一
一
男
 

準
 
川
 
秀
 
樹

正
」
廊
 
四
男
 

荒
 
谷
 

渉

三
太
郎
 
玉
女
 

小
 
野
 
春
 
美

又
太
郎
 
長
男
 

天
童
又

三
郎

盛
 
雄
 
三
男
 

ー佐
藤
 

富
 
雄
 

履
死
 
亡
 

川
村
豊
太

郎
〔
6
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」
誠
誕器
一
 「

 
『
 

敷

島
町
一

下
千
井
町

新
 
町

下
平
井
町

敷

島
町

川
端
町

下
牛
井
町

東
 
町

新
 
町
 

岩
木
町一

 

敷
島
町
 

寺
 
町
 

下
干
井
町

下
平
井
町

岩

木
町

中
準
井
町
一
 

元
 
町

錦
 
町

一

布
屋
町

旭
 
町
 

”
 
『一
 

中
平
井
町

大
 

町

上
平
井
町

上
準
井
町
 

一
、
期
 
間
 

ー
 
準
備
期
間
 

ー
 
準

備
期
聞
 

（
イ
）
 
安全
管
理
機
構
の
槍
討
整
備
，
 

紗
駕
磯

違
総
纏
驚

農
萎
噴
会
委
員
の
任
期は
ニ
ケ年
で
 

絡
割
か
W
札
及
び
陽
山
畑
策
の
概
立
あ
り
は
す
。
 ー

ー
・
 
・
 

‘
 
ー
ー
 

（
「こ
割
馴

規
定
川
槍
計
整
備
（
ホ
）、
医
の
た
ゆ
新
聞
紙
上
、
そ
ゆ
他
の
報
道
 

戸
籍
法
施
行
八

十
周
年

に
ち
な
み
て
 

戸
籍
 

の
 
話
 
（
届
出
）
 

の
他
脅
熱
細
剛
実
如
に
対
多
っ
辿
備
は
明
確
け
市
り
ま
せ
m
が
，
新
た
に
招
集
 

」
ー
さ
れ
る
国
会
に
再
提
案
さ
れ
可
決
さ
れ
た
 

正
式
な
婚
姻
や
離
婚
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
を
す
べ
を
期
間
と
義
務
者
が
法
令
で
一
定

ん
。
 

さ
れ
ま
し
て
届
山
義
務
者
が
正
当
の
理
由
 

囲
夏

季
防

犯
囲
 

「「
「誰
喝
薫
嬰
難
繊
』
 

郎
 

響

難
器
禦
紅
熊
叫

⑧
納
税

h層
の
御協
力
を御
一轟
相
蕊

「
 

願
い
し

ま
す
 

澱
 
長
男
 

⑥
住
民

登
録

の
異
動
届
出
（

十
四
日
以
内
）
を

励
行
し

ま
し
よ
う
 

造壁一夜い 

⑧
火
の
用
心
●
・
火
の
元
に
御
注
意
下
さ

い
 

出生  25 件 

死亡  4件 
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ノ
。
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